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C－65　モアレ琉I- よる礼服問練量り測定
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a 町　 衣服十 お>1 るゆと: 量i.  I ffl L た状既でs:確 にとらえる事は府常|-.KiL し ．そ

こで格 子投影球り £了レ斌I- よ')人体 モ了レの等高線写真訓最影 し 、各卵位別域楕斬面に

示やれる間隙量によ・ てづ)とり量の良化左比較検討した．

方斌　袱験4  ( 若尊者子標準ｲﾈ 型)3  ^  き産t^'、マル4- ツ斌によ・て冽定した．凌に配

兪の貰なるA   ■  'Q ニ方式による胴郡屎^ ヵヽう．胸固・犀圈の全藤 りゅ とりi 左讐しくど)

体聖に通を々せ るf- 妁の楕5L 左刻々・f: 7"ヽ 7 ウÅ左作航し実験 用衣服と1  ろ．材料i5 稗フ"

a   －ドさ用 けヽ

縦断面 ■ 横断面 図左そ礼ぞれ作成比歓-?ろここによ■) , ゑヽ方式パリ ーン のタt りの量と.配
冷ヽ闇^i 乞h だ．

結呆　 の　I  衣状態り縦積吋面SI 左そアレギ%匝I  ') 正一itIt とうえることやー々 ゛1? た,

R) 胴郡原聖りﾒ、体 と- ・ 閤練-f は、配 介I- よ丿乙a  わりな敏がI忿ぽ漕 しく なるも

・)と 、背面おり なる傾向和見ぷ-t た．

C －66 人体^ ア／0)白動四 拉）一動わ 石ジ7 [^'化一
9漸す尺　 ユ官玲子　o村癩又手 工衆層子 樋い付 多

目的 ■- 人淳* ？ 1／1-if. つ・へ-%芦あ線ｲ象,ヽ I,物 休, 豹簾 ，礦 報 口 讐る作%If･ ヽrjり 面倒 で

(I  t んし 打リ,ﾏ づ口 ぺ^ い ゐ。 教 々口 噺近,; J, ろぶ 哨も ｼﾞ` ? I啼1 冪稗t ≒^  氾理 を

自勧化t  ■>> しV  ＼試 みに そヽ-  r ≒I ず^ 知限理通箆・ 々 一歩マ つる鳶 象^  石 ジタ,レｇ

化i 埓 う，

考ほ,； ずｲｼﾞ'ク
，
レ化 川f ニ-7 のぞﾉ すo あ゙ ろ。－ つ･et が侑祇･-  ^ り 等 郎 れn 心丿 ，

可れl 諏み 取 ，てぃC  や') 方 であ'ト ニフ･7 掌蚕り

あろ。 少－-^ すほ･-i処狸・七じ軸的 匁 易ﾏ-^ わ 七 拷 械^ ご茸政 であろ。=≫ツ･りr ほi^ 昔

通 のf 嘉 ，Idy^ 。唯 隻ii 免み取 ろ桟 粧T 尨 理 マう る。 兪りT 々ニ^-r りすぃ いト

琥 環 海ヽ和 ヽら舅勧 む 油 ま;H りt  i ・-r  '片i  棟吋 了 ろ.

結 集： 使 宋の動 象匹 釦 札 以 ，L戦攻記-el  家レ ヽi ,H- Ｇ %  ヴヤ で。人降 参アレり 碍あ

線細 叙 ＼--逡 レにf 丿 わ レ佃・ ア,L／グり ズ` ム,い司聡 レに。


